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１． 目的 

 本研究の目的は、子どもの運動指導の場面にお

いて，指導者が能力あるいは努力をほめることが

子どもの達成目標やパフォーマンスに及ぼす影響

を検討し，どのような賞賛が子どもに有効である

かを明らかにすることを目的とした． 

 

２． 方法 

１）対象者 ：小学６年生 81 名とした． 

２）調査方法：陸上運動のハードル走の授業にお

いて，40m ハードル走の記録についてカード

を用いたフィードバックを行った．その際，

そのカードに努力をほめる群，能力をほめる

群，何もほめない群の３群を設定して，各群

間でその後の達成目標（藤田，2017）と 40m

ハードル走の記録を比較した． 

３）分析方法：授業実践を通して，単元前後の達

成目標志向性の変化を検討するために，群と

時期を独立変数とし，達成目標志向性の下位

尺度を従属変数とした２要因分散分析を行

った．また，40m ハードル走では，1 回目の

記録を共変量とし，群を独立変数，３回目の

記録を従属変数とした共分散分析を行った． 

 

３． 結果と考察 

１）達成目標志向性の変化 

「熟達志向」は，群と時期の交互作用が１％水

準で有意（F(2,78)=7.08,p<.01）であった．その

後，単純主効果の検定を行った結果，単元後にお

いて努力をほめられた群は，能力をほめられた群

に比べて得点が有意に高い結果となった．一方の

「成績志向」では，交互作用及び群と時期の主効

果は有意ではなかった． 

 
図１ 単元前後における熟達志向の変化 

 

２）40m ハードル走の成績推移 

当初群の間で有意差がなかった３回目の記録の

平均値について，単元前のハードル走の実力を取

り除いた推定平均値と比較したところ，有意な差

は見られなかった． 

 
図２ 40m ハードル走の成績推移 

 

４． 結論 

 本研究では、子どもの運動指導の場面において，

運動能力や努力をほめることが達成目標やパフォ

ーマンスに及ぼす明確な影響は確かめられなかっ

た．今後は，本研究の課題を考慮して，子どもの

運動指導において，運動能力や努力をほめること

が達成目標やパフォーマンスに及ぼす影響につい

て検討していくことが重要になる． 
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